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1 . はじめに
植生内の微気象を評価するために 臥 土壌 一 枚生 ｢ 大気間の熟 ･ 水分移動につ
.
Vlて 如 -
な ければならな い ｡ また , 植生の群落構造によっ て , 外部条件である日射や風 の植生内外
に与える影響壮大きく変化し. 現象の理解を複雑なもの にさせて い るこ 今回性, こうした
複雑な森林キャ ノ ピ ー 内外の微気象および熱 ･ 水分収支を評価する ためのモ デルを開発し,
モ デルの妥当性を検討す るための実軸を行い､ い( つかの結果を示 したもの で ある｡
旦工 遡 感激
観測は､ 茨城県つ くば市内にある小規模の 雑木林(約100a)即こタワ ー を建て て行 っ た｡
主な観測項目は. 樹冠内外日射. 樹冠内外気温 ･ 相対湿度, 樹冠上の風速､ L A I､ 葉面
からの蒸散量(1 時間毎 , それぞれ 30枚ずつ)､ 茎内ヒ ー ト/てルス速見 地中温度､ 土壌水
分量な どであ る｡ 対象 とした樹木は , 落葉樹 (カ バノキ科)で ある ｡
A + 垂迦鼻糞
葉面の蒸散を支配す る要因の中で ､ 最 も重要なの が日射量で ある ｡ 本親和結果 より､ El
射の プロ フ ァ イル は 馴ま括数関数で近似で きた (図1)｡ 葉面からの蒸散量は , 樹冠の上
層 ､ 中層, 下層 で大 きく異なる ことがわか る ( 図2)｡ また ､ 日中よく晴れた日の蒸散の
コ ンダクタンス の ピ ー クは午前中に生じて い る (図3)｡
旦エ . _基盤鼓茎
観潮で得られた気象条件, バ ラメ タ - を用 い て ､ 1 次元森林キャ ノ ピ ー 徽気象モデルに
適用 した｡ 方程式 は次ペ ー ジに示す｡ モ デル の境界条件として , 計算飯攻上端においてE]
射, 気温 , 湿度, 風速を与え ､ 10砂 の時間ス テ ッ プで計算を行っ た｡ 葉面温度や気孔コ ン
ダクタ ンス は観測 結果 を再現してお り, 葉面で の熟収支が妥当 に見横もられた (図4､ 囲
5)｡ この ようにして , 樹冠の全体の熱収支を見積もる ことを可能に した ･( 図6)｡
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